
南越前町　主なニュース

15 合併 10周年記念特別号

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
作
成

　
9
月
30
日
、
日
本
郵
便
福
井
中
部
総
括
局
の
上
田
統
括

局
長
よ
り
川
野
町
長
へ
切
手
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
切
手
シ
ー
ト
に
は
町
の
名
所
や
名
産
品
の
写
真
を
使
用

し
ま
し
た
。

高
台
カ
フ
ェ
西
洋
館

　
合
併
10
周
年
記
念
事
業
の
1
つ
と
し
て
、
北
前
船
主
の

館
右
近
家
・
西
洋
館
の
入
館
時
間
を
日
の
入
り
時
刻
ま
で

と
し
、
高
台
カ
フ
ェ
西
洋
館
を
期
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
。

　
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
見
晴
ら
し
抜
群
の
こ
の
カ
フ
ェ
で
、

コ
ー
ヒ
ー
や
ス
イ
ー
ツ
を

楽
し
み
、
雄
大
な
日
本
海

を
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
め
て

ゆ
く
夕
日
に
感
動
し
て
い

ま
し
た
。

「
南
越
前
町
の
文
化
財
」
体
験
事
業 

YO
G
A & M

U
SIC

＠
秋
の
板
取
宿
古
民
家

　

10
月
12
日
、
板
取
宿
古
民
家
に
て
ヨ
ガ
教
室
と
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
板
取
の
自
然
、
茅
葺
き
屋
根
の
古
民
家
が
醸
し
出
す
独

特
の
空
気
を
味
わ
い
、
南
越
前
町
の
文
化
財
を
見
直
す
契

機
と
な
り
ま
し
た
。

伝
承
料
理
バ
イ
キ
ン
グ

〜
食
を
伝
え
る
、未
来
へ
。〜

　
10
月
26
日
、
こ
の
町
で
育
ま
れ

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
恵
み
を

使
っ
た
伝
承
料
理
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
「
食
を
伝
え
る
、

未
来
へ
。」
を
テ
ー
マ
に
、
伝
承

料
理
バ
イ
キ
ン
グ
が
南
条
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
の
新
鮮
な
食
材
を
惜
し
み
な
く
使

い
、
南
越
前
伝
承
塾
の
方
々
が
丁
寧
に
調

理
し
た
30
種
類
以
上
の
料
理
と
、
江
戸
時

代
創
業
の
町
内
４
つ
の
蔵
元
が
丹
精
込
め
て
仕
込
ん
だ
日

本
酒
を
、
参
加
者
約
１
０
０
人
が
堪
能
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
料
理
は
、
先
人
た
ち
の
保
存
す
る
た
め
の
知

恵
や
、
客
人
を
招
い
た
と
き
の
も
て
な
し
の
気
持
ち
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
民
文
化
祭

　
11
月
１
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、
町
民
文
化
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
文
化
祭
は
、
南
越
前
町
合
併
10
周
年
を
記
念
し
、

今
ま
で
各
地
区
で
別
々
に
行
わ
れ
て
い
た
文
化
祭
を
、
１

カ
所
に
集
ま
り
合
同
で
開
催
。

　
展
示
部
門
で
は
、
各
教
室
や
同
好
会
な
ど
の
作
品
が
多

数
展
示
さ
れ
、
丁
寧
な
作
り
の
作
品
に
、
訪
れ
た
人
た
ち

は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
舞
台
発
表
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広

い
出
演
者
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。


